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成人加冠式
奈良・平安時代の貴族社会の成人儀礼に由来し、

例年１月に行われています。色鮮やかな装束に身を
包むこの行事は、神道文化学部のみならず、他学部
の学生やそのご家族の関心も集めています。

成人加冠式では、祭式教室にて加冠之儀（男子は
加冠・女子は釵

さい
子
し

を着装）を執り行った後、神殿に
参拝します。
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神社実習について

神社関係への助勤（アルバイト）について

【神道文化学部・他学部（神職課程）】

【神道文化学部（明階総合課程）】

神職の階位を取得しようとする場合、神社本庁「階位検定及び授与に関する規程」の定めに従い、まず階位検定委員会の
「検定（学識認定）」に合格したのち、所定の「神務実習」を修了しなければなりません。

しかし、國學院大學においては、卒業に要する単位と神職課程の単位を修得し、かつ本学所定の神社実習を修了すること
によって、卒業と同時に階位を取得することができます。神職の階位取得に必要な本学所定の神社実習は表のとおりです。
実習参加手続等、詳細については４月（２年生以上）または６月（１年生）に開催する説明会でお知らせします。
※神宮実習ならびに中央実習は、明階総合課程（⇒p.27）の履修者のみ該当します。

神社からの助勤には、下記のようなものがあり、その都度、神道研修事務課掲示板で募集します。神職資格取得希望者以
外の学生にも紹介しています。

なお、神社奉仕に不相応な服装、態度の者は、紹介をお断りしています。

１．祭典等の祭儀補助員（神職資格取得希望者に限る）

２．繁忙時（年末年始等）の社頭奉仕

３．神
み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

などの行列諸役奉仕

４．神社関係施設での奉仕（授与所等）

実習名 実施場所 実習期間 実習時期等

基礎実習 大学 ２日間以上※ ２年生以上は４月に開催。
１年生は６月と11月に分けて開催。参加費不要

指定実習Ⅰ 大学及び明治神宮
（東京都）

８日間以上※

（内、明治神宮３泊４日）
夏季休暇中。

参加費26,000円（令和元年度）

指定実習Ⅱ 大学及び大学が指定した神社
（全国31社）

10日間以上※

（内、実習神社６泊７日）
夏季休暇中。

参加費26,000円（令和元年度）

指定実習Ⅲ 大学及び大学が承認した神社 12日間以上 随時。参加費不要

実習名 実施場所 実習期間 実習時期等

神宮実習※１ 神宮（三重県） ５泊６日※２ 夏季休暇中（４年次）

中央実習※１ 神社本庁（東京都） ２泊３日※２ 神宮実習を修了した者。２月下旬から３月中旬（４年次）。
参加費30,000円（令和元年度）

※事前学習、事前研修会、書類作成日数等を含む。

※１ 明階総合課程を履修していない学生は、神社本庁が示す実習受講の推薦基準を満たし大学が推薦することで参加できる。
※２ この日程のほかに事前研修会あり。

近年、神社界より卒業後すぐに現場で活躍でき

る人材の要望が高まっているため、所定の神社実

習さえ修了すればよいという考え方ではなく、行

学一致を心掛けるべく、在学中は積極的に神社関

係の助勤に参加して実践的な経験を多く積まれる

ことを強く望みます。
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専門教育科目

科目群

卒業認定・学位授与方針（DP）

各科目群の教育目標知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性を保持しつ
つ多様な人々と

協働して学ぶ態度

A1 A2 A3 B1 B2 B3 C1 C2 C3

専門基礎科目 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

神道を中心とする日本文化やその広
がりである宗教文化の基礎を学ぶこ
とで、関連する事柄への基本的知識
や、史資料に基づく思考力などを身
につける。

基
幹
講
義
科
目

神道文化科目群 ◎ ○ ◎ ○

神道に関する研究の基本となる祭
祀・古典・歴史・思想・進学・国学
に関する知識や、関連する史資料に
基づく思考力、神道文化を主体的に
発信する態度などを身につける。

宗教文化科目群 ○ ◎ ○ ◎ ○
世界と日本の宗教文化、宗教に関す
る考古学や社会学を学ぶことで、宗
教文化に関する知識や、現代社会の
諸事象を考察する能力を得る。

基幹演習科目 ○ ○ ○ ◎ ○

主体的な関心に基づく神道文化・宗
教文化に関する発表やレポート・論
文作成を通じ、社会でも通用するコ
ミュニケーション力や表現力を高め
る。

展
開
科
目

神職基幹科目群 ○ ◎ ○ ○ ○
神道に関す専門的な事柄を学び、神
社神職として必要となる基本的な知
識・技能などを身につける。

神職社会実践科目群 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
神道をめぐる現代的課題に関する専
門的知識や、多角的な視点から考え
る態度などを身につける。

宗教文化科目群 ○ ◎ ○ ○
国内外の宗教文化に関する専門的な
知識を深く理解し、一定の説明能力
を身につける。

伝統文化科目群 ○ ◎ ◎ ○ ○
神道を中心とする日本文化に関する
知識を得るとともに、実技を通じて
日本文化を理解する力などを獲得す
る。

選択科目 ○ ◎ ○ ○ ○
神道文化、宗教文化を専門的ないし
多角的に学ぶことで、これらの文化
を広く社会に生かすための知識・技
能などを身につける。

神道文化学部では、学位授与方針（ディプロマポリシー⇒P.2）に基づき、「知識・技能」（Ａ１～Ａ３）、「思考力・判断力・
表現力」（Ｂ１～Ｂ３）、「主体性を保持しつつ多様な人々と協働して学ぶ態度」（Ｃ１～Ｃ３）の９つの学習・教育目標に応じ
た専門教育科目を必修・選択必修となる科目に定めています。

カリキュラムポリシー
神道文化学部（神道文化学科）は、学位授与方針が示す教育目標を達成するため、図に示すような教育課程を編成します。
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資料室・修学相談室について

オフィスアワーについて

神道文化学部では、学生が専門的な文献に身近に接することのできる環境として、各種資料を資料室に所蔵し、
閲覧できるようにしています。研究室と同じフロアーにあり、資料室員がおりますので、お気軽におたずねください。

神道文化学部では、専任教員が学生の修学に関する相談に対応できるようにオフィスアワーを設けています。

オフィスアワーの曜日・時間帯は年度により異なりますので、神道文化学部資料室前の掲示をご確認ください。

神道文化学部修学相談室では、学務補助員が学部生のみなさんの履修・勉学上の相談に応じています。履修登録、
演習科目選択、授業や論文・リポートに関する疑問についてアドバイスします。また、演習で使用するレジュメ（資料）
のコピーも受け付けています。大学生活における疑問等にもおこたえしておりますので、お気軽におたずねください。

・資料室には、古典・神道史・神社史などの専門図書・雑誌があり、利用時間内であれば閲覧できます。
・�本の貸し出しは致しません（コピーは可、コピー持ち出しをした場合は、その日の資料室閉室時間までに返却して
ください）。
・和綴本のコピーはできません。

■場 所：渋谷キャンパス若木タワー17階
■利用時間：（月～土）9：30～17：30（但し、土曜日は隔週）
■閉 室 日：日曜日、祝日、大学の行事日
■利用対象者：本学教職員、学生、本学図書館の紹介者
■利用方法：所蔵資料の閲覧、複写（学内施設でのコピー）
■検索方法：國學院大學図書館OPAC“K-aiser”を利用してください。

資料室所蔵資料の書誌データも収録されています。

■場 所：渋谷キャンパス若木タワー17階
■利用時間：（月～土）10：30～18：30（但し、土曜日は隔週）
■閉 室 日：日曜日、祝日、大学の行事日

神道文化学部資料室員
堀口 裕美子

神道文化学部修学相談室

神道文化学部資料室
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神道文化学部の入試制度

※○は重視する観点、◎は特に重視する観点です。
評価の観点は次の通りです。
（AP１）�神道を中心とする日本文化や国内外の宗教文化（以下「神道文化・宗教文化」）に関わる授業を履修するために必要となる高等学校卒業相当

の知識と文章表現のための技能を身につけているか。〈知識・技能〉
（AP２）�他者の考えを的確に理解し、自らの考えを理論的かつ簡潔にまとめ、ことばで正確に表現できる能力を有しているか。〈思考力・判断力・表現力〉

入試制度 選考方法 評価の観点 備考AP１ AP２ AP３

学
校
推
薦
型
選
抜
・
総
合
型
選
抜

神道・宗教特別選考
（Ⅰ期・Ⅱ期）

１次選考
調査書等 ◎ ○ 神道文化学部の学修に必要な学力、特に、神社・

宗教団体の担い手となる意志を持って学ぶ態度を
有する受験生を選考します。
面接では態度を、試験会場で作成する小論文では
思考力・表現力を主に問います。

推薦書等 ◎

２次選考
小 論 文 ○ ◎

面接試験 ○ ◎

神職養成機関
（普通課程）特別選考 面接試験 ○ ◎ 神社神職になる意志を持って学ぶ態度を有してい

るかどうかに主眼を置いた選考をします。

公募型自己推薦
（AO型）

１次選考

レポート ◎ ○

神
道
文
化
学
部
で
の
学
修
に
必
要
な
総
合
的
な
学
力
を
持
つ
受
験
生
を
選
考
し
ま
す
。

面接試験・自己推薦書等では、主に神道文化・
宗教文化を学ぶ態度を問います。
１次選考のレポートでは、主に知識や文章表
現のための技能を問います。
２次選考時に試験会場で作成するレポートで
は、主に思考力・表現力を問います。

自己推薦書 ○ ◎

活動報告書・添付資料 ○ ◎

２次選考
レポート ○ ◎

面接試験 ○ ◎

院友子弟等特別選考
１次選考

志望理由書 ○ ◎ 面接試験・志望理由書では、主に神道文化・
宗教文化を学ぶ態度を問います。
１次選考のレポートでは、主に知識や文章表
現のための技能を問います。
２次選考時に試験会場で作成するレポートで
は、主に思考力・表現力を問います。

レポート ◎ ○

２次選考
レポート ○ ◎
面接試験 ○ ◎

学士・一般編入学
小 論 文 ○ ◎

面接試験では、主に神道文化・宗教文化を学
ぶ態度を問います。
試験会場で作成する小論文では、主に思考力・
表現力を問います。

面接試験 ○ ◎
社会人特別選考
（Ⅰ期・Ⅱ期）

小 論 文 ○ ◎
面接試験 ○ ◎

外国人留学生
日本語小論文 ○ ◎
面接試験 ○ ◎

系列三高校推薦
調 査 書 ◎ ○ 面接試験では、主に神道文化・宗教文化を学

ぶ態度を問います。面接試験 ○ ◎

協定校推薦
調査書・志望理由書等 ○ ○ 面接試験・自己推薦書・志望理由書等では、

主に神道文化・宗教文化を学ぶ態度を問います。
レポートでは、主に思考力・表現力を問います。

レポート ○
面接試験 ○ ○

指定校制度推薦
調 査 書 ◎ ○ 面接試験・志望理由書等では、主に神道文化・

宗教文化を学ぶ態度を問います。志望理由書 ○ ◎
面接試験 ○ ◎

スポーツ推薦
調査書・志望理由書 ○ 面接試験・志望理由書では、主に神道文化・

宗教文化を学ぶ態度を問います。
試験会場で作成する小論文では、主に思考力・
表現力を問います。

小 論 文 ○
面接試験 ○

一
般
選
抜

V方式 大学入試センター試験

◎ ○ 神道文化学部での学修に必要な知識や表現力を持
つ受験生を選考します。A日程

（３教科型・得意科目重
視型・学部学科特色型） 個別学力試験

B日程
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（AP３）�神道文化・宗教文化を幅広く学ぼうとする意欲を持っているか。また、神道文化・宗教文化の学びの成果を活かして、社会への貢献を目指
す意志を持っているか。〈主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度〉

※詳細な出願資格など、入試制度の詳細は必ず入学試験要項を入手して下さい。
※入試制度に関する問い合わせ先：総合企画部入学課（03-5466-0141）

令和３年度入試（令和２年･３年〈2020・21〉実施） 特色出願期間 試験日

【Ⅰ期】９月23日（水）～９月30日（水）
【Ⅱ期】２月５日（金）～２月15日（月）

（書類選考）
神道特別選考は神社神職の子女で、自身も神職として神明奉仕をする使命
を持つ受験生を選考します。入学した場合は神職課程の履修が義務付けら
れています。
宗教特別選考は神道系教団を担う方々の子女で、自身も教団を継承する使
命を持つ受験生を選考します。
Ⅱ期はフレックスＡのみの募集です。

【Ⅰ期】10月25日（日）
【Ⅱ期】３月２日（火）

９月23日（水）～９月30日（水） 10月25日（日） 神職課程で資格を取得する意志を持つ、全国の神職養成機関出身者を選考
します。フレックスＡのみの募集です。

10月５日（月）～10月９日（金）

（書類選考）

神道文化学部の学びへの興味・関心と修学意欲を高く評価します。次のい
ずれかを学びたいことが出願要件です。
①古代の神道史・神社の学修・研究
②近世・近代の神道思想や制度の学修・研究
③祭式・神社実務の学修・研究
④宗教・宗教文化の学修・研究
⑤比較宗教文化・国際化の学修・研究
⑥現代社会と宗教、宗教理論の学修・研究

11月15日（日）

９月２日（水）～９月９日（水） （書類選考）
院友会の会員の親族で、神道文化学部を第１志望とする受験生を選考しま
す。

10月12日（月）～10月16日（金） 11月15日（日）

10月12日（月）～10月16日（金） 11月15日（日） 他大学や短大卒業（専門学校は除く）の受験生を選考します。

【Ⅰ期】10月12日（月）～10月16日（金）
【Ⅱ期】２月５日（金）～２月15日（月）

【Ⅰ期】11月15日（日）
【Ⅱ期】３月２日（火） 社会人（就業経験不問）の受験生を選考します。

10月12日（月）～10月16日（金）
【窓口：10月13日（火）】 11月29日（日） 外国籍で所定の資格を有する受験生を選考します（日本の高校を卒業した

方は出願できません）。

11月２日（月）～11月６日（金） 11月29日（日）
本学の系列にある高校（國學院高等学校・國學院久我山高等学校・國學院
栃木高等学校）に在学し、神道文化・宗教文化を進んで学ぶ意欲を持つ受
験生を選考します。

11月２日（月）～11月６日（金） 11月29日（日） 本学と協定を締結している高校に在学し、神道文化・宗教文化を進んで学
ぶ意欲を持つ受験生を選考します。

11月２日（月）～11月６日（金） 11月29日（日） 本学が指定する高校に在学し、神道文化・宗教文化を進んで学ぶ意欲を持
つ受験生を選考します。

11月２日（月）～11月６日（金） 11月26日（木） スポーツ競技で秀でた技量を持ち、神道文化学部の学びに関心を持つ受験
生を選考します。

１月４日（月）～１月15日（金） １月16日（土）・17日（日）大学入試センター試験を利用する入試です。神道文化学部は、外国語と国語が必須で、地理歴史・公民・数学のうち高得点の１科目を選択します。

１月４日（月）～１月21日（木）

【３教科型】２月２日（火）
【得意科目重視型】

２月３日（水）
【学部学科特色型】

２月４日（木）

外国語・選択科目（日本史、世界史、政治・経済、数学）・国語の３科目に
よる入試です。得意科目重視型は、３科目の中で最高成績の科目を高く評
価し、学部学科特色型は、国語と成績上位の他の１科目で選考します。

１月４日（月）～２月22日（月） ３月２日（火） 外国語と国語の２科目による入試です。








